
学校名 北杜市立泉小学校 教科 社会 理科   

研究主題 
『深い学び』の実現に向けた指導に関する研究 

～ICT の活用と授業におけるユニバーサルデザイン化を通して～ 

 

１．研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

① 教員の ICT 活用能力を高める。 

・教員の ICT 活用能力チェックリストと SWOT 分析・目標設定 

・Teams による情報および実践の共有 

・外部人材による ICT サポート 

② 児童が日常的に１人１台パソコンを活用できるようにする。 

・ICT 活用のための環境整備 

・児童の ICT 活用能力チェックリスト 

・キセキレイタイム（朝学習）での端末の活用 

・外部人材による ICT サポート 

③ 主体的・対話的で深い学びが達成された具体的な姿を教員と児童が共有する。 

・先行研究での具体的な事例 

・教員と児童のとらえ 

④ ICT を授業に活用することにより、どの児童においても、主体的・対話的で深い学びが実現さ  

れるようにする。 

  ・ICT の活用と主体的・対話的で深い学びの関連 

  ・社会科と理科の研究授業を通しての検証 

  ・質的研究による授業分析 

  ⑤ 授業と家庭学習の有機的な結びつき 

  ・端末持ち帰りについての環境整備 

  ・日常的な持ち帰りの可能性を探る。 

  ・有機的な連関を意識した課題 

（２）具体的な研究活動 

① 教員の ICT 活用能力を高める。 

・教員の ICT 活用能力チェックリストと SWOT 分析・目標設定 

・Teams 上に「実践報告」のチャネルを作り、実践の概要と写真をいつでも投稿できるようにした。  

さらに、その投稿に対してお互いに感想をコメントし合ったり、スーパーバイザーである三井先  

生(常葉大学)より、コメントをもらったりした。１００を超える実践の蓄積が実現した。 

・外部人材による ICT サポートを受けながら授業をすることにより、活用の幅が広がった。 

② 児童が日常的に１人１台パソコンを活用できるようにする。 

  ・ICT 活用のための環境整備として、机椅子の高さ調整、姿勢の図、机上のレイアウト図などを整  

備した。 

  ・児童の ICT 活用能力チェックリストを作成し、活用能力の現状を把握した。 

  ・キセキレイタイム（朝学習）での端末の活用を日常的に行い端末の「文房具化」を図った。 

  ③ 主体的・対話的で深い学びが達成された具体的な姿を教員と児童が共有する。 

  ・栃木県教育センター作成の例を基に、さらに具体的な児童の言動レベルでの姿を考えた。 

  ・上記教員のとらえと併せ、児童とも達成された姿について話し合った。 

  ④ ICT を授業に活用する事により、どの児童においても、主体的・対話的で深い学びが実現され 

るようにする。 

  ・ICT の活用が授業において主体的・対話的で深い学びを促進したかを日常的に振り返った。 

  ・社会科と理科の研究授業を通して ICT の活用が有効であったかを検証した。 



  ⑤ 授業と家庭学習の有機的な結びつき 

  ・端末持ち帰りについての環境整備 

  ・日常的な持ち帰りの可能性を探る。 

  ・有機的な連関を意識した課題 

２．研究の成果と課題（〇成果 ●課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①教員の ICT 活用能力を高める。 

○Teams の活用によりネットワーク型の校内研究が可能になり教員の ICT 活用への意欲の高まり

と、ICT 活用能力の向上が図られた。 

○実践の幅が広がり授業に活用する選択肢が増えた。 

 ●ICT 活用により効率化が図られたが、一方で環境整備や準備等でかえって時間がかかることが

あった。 

 

②児童が日常的に１人１台パソコンを活用できるようにする。 

○児童が使用しやすい環境整備を行うことによって、姿勢や使い方に気を付けながら積極的に端

末を活用しようとする姿が見られた。（どの児童にとっても端末は大切なものとなった。） 

○学校に来ると自分で端末を用意し電源を入れ、朝学習に取り組んだ。タイピング練習やドリル

学習に取り組んだり、担任からの連絡を読んだりするなど、端末を使うことが当たり前のこと

となった。 

 ●端末の状態が悪い場合があり、Windows の更新など、管理に相当の労力を要する。今後児童に端 

末の管理を担ってもらうように児童向けのマニュアル等を整備していく必要がある。 

 

③主体的・対話的で深い学びが達成された具体的な姿を教員と児童が共有する。 

 ○具体的な姿をブレーンストーミングで出し合うことにより教員間での目標の一致が図られた。 

 ○児童にも考えさせ、教員のイメージとすり合わせる活動を取り入れた学級があり、それは児童

の主体的・対話的で深い学びの実現につながった。 

 ●児童と共有のできた学級が限られてしまった。児童とも共有することにより効果が見られたの

で、学年に応じて児童と共有する機会を設定したい。 

 

④ICT を授業に活用する事により、どの児童においても、主体的・対話的で深い学びが実現されるよ

うにする 

 ○活用の幅が広がったことにより、社会科と理科に限らず主体的・対話的で深い学びの実現が見

られた。 

 ○社会科、理科の授業研究を通して、その教科独自の視点と、教科を超えた視点の両面から、主

体的・対話的で深い学びの実現に迫ることができた。 

 ○「学校における ICT を活用した学習場面」（文部科学省）で示された活用場面を網羅するように、

幅広く活用が図られた。また、その活用が効果的であり、その効果が実践事例として投稿、共有

がされた。 

●事例の報告はできるだけ簡単にできるように配慮したが、負担に感じる教員もいた。 

⑤授業と家庭学習の有機的な結びつき 

 ○端末持ち帰りのルール作りや持ち帰りのための環境整備を市教委のバックアップの下に進める

ことができた。 

 ○突発的な休校があってもオンライン授業等、端末を活用して「学びを止めない」ことが可能に

なるように練習ができた。 

 ○反転学習や、学校で取り組んだものを家族に見てもらって意見をもらうなど、授業と家庭学習

の有機的なつながりが図られる実践が見られた。 

 ●バッテリーの持ち帰りなど、まだ、解決できていない課題もある。今後も市教委と連携して環

境整備を図っていく必要がある。 



３．研究授業の概要【社会】 

（１）単元名 私たちのくらしと工業生産（第５学年） 

（２）本時の目標 

工業生産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化に対応して、優れた商品を生産するよ

う、様々な工夫や努力をし、それが企業利益にも繋がっていることを理解できるようにする。 

（３）本時の評価規準 

    優れた商品を生産するよう様々な工夫や努力をしているのは、消費者の需要や社会の変化に

応じているからであり、それが企業利益にも繋がっていることを理解している。 

   【支援を要する児童への手立て】 

    優れた商品を生産するよう様々な工夫や努力をしている理由を書くことができない児童に対

しては、なぜ安全でない車は作られないのかといった逆説的な発問から考えられるようにす

る。 

（４）ICT 活用のポイント 

    Excel による前時の振り返りの共有 PowerPoint による共同編集 

（５）授業の展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

導

入 

○前時の復習を行う。 

・ノートの他、端末（Excel）上

の資料を基に前時の学習を

振り返る（二人組） 

○今の自動車（機能）のすごいと

思うところを共有する。 

○なぜ、すごい（便利）な機能が

次々と登場するのか考える。 

 

 

 ・ノートや端末（Excel）

の内容を基に話し合

っているか。机間巡視 

展

開 

○視点に沿って予想する。 

（消費者・環境・生産者・その他） 

 

 

○資料で確認する。 

・視点ごとのニーズを出し合

う。 

○生産者がより良い製品を生み

出す上で、どの視点を特に重視

しているのか考える。 

 

○考えを共有する。 

・「重視する視点」について、

考えの異なる友達と直接対

話する。 

・視点を整理し、児童が視点を基に予想で

きるようにする。 

→児童の予想をPowerPointに示すこと

で板書等に係る時間を短縮する。 

・資料は教師が提示する。 

 

 

・共有シート（PowerPoint）に児童が自分

の立ち位置を示すことができるように

する。 

 

・共有シート（PowerPoint）の内容を基に、

考えの共通点や相違点に着目しながら

話し合うよう促す。 

・立場によって見方が違

うことに気づいてい

るか。PowerPointへの

記述 

 

 

 

・自分の立ち位置をシー

トに示すことができ

ているか。PowerPoint

の共有シート 

・友達の考えと比較して

自分の位置を考え直

しているか。 

PowerPoint の共有シ

ート 

ま

と

め 

○調べ、考えたことをまとめる。 

 

 

 

 

 

○次時の学習を見通す。 

・Excelシートに振り返りを打ち込む。 

 

 

 

 

 

・次時につなげる問いを投げかける。 

例：ニーズに応えた車は必ず売れるのか。 

・本時の振り返りをそれ

ぞれの視点で、ニーズ

の観点から記入でき

たか。Excelシート 

・自分以外の振り返りに

も関心を持っている

か。Excelシート 

 

めあて  なぜ、様々な機能が登場し続けるのだろう。 

様々な機能が登場し続ける理由は、消費者や環境といった視点か
らのニーズに応じたり、ニーズに応じて企業側の利益を確保し、新
たな機能を生み出したりするからである。 



 



３．研究授業の概要【理科】 

（１）単元名 じしゃくのふしぎ（第３学年） 

（２）本時の目標 

・磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があることを理解する。 

（３）本時の評価規準 

A B C 

磁石に引き付けられる物と引き

付けられない物があることを、

質に着目し、それらを比較しな

がら理解している。 

磁石に引き付けられる物と引き

付けられない物があることを理

解している。 

実験の記録や、教科書の資料な

どを参考にしながら、問題解決

の過程を振り返り、理解するこ

とができるよう助言・支援する。 

（４）ICT 活用のポイント 

   ・WhiteBoard の活用により、結果の整理が短時間でできる。 

   ・カメラ機能の活用により、視覚的に理解することができる。 

（５）授業の展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

導

入 

○前時を振り返り、本時の見 
通しをもつ。 

 

・学習ノートを見直し、予想したことを
確認する。 

 

 

展

開 

○提示された物が磁石に引き
付けられるか、引き付けら
れないかを調べる。 

 
 
○結果を記録する。 
 
 
○結果を整理する。 
 
 
 
 
○結果をもとに話し合う。 
（「質的・実体的な見方」「比
較の考え方」） 

・ガラスのコップを調べる時には、落と
して割らないように注意して扱うこ
とを指導する。もし割ってしまった
ら、決して触らずに速やかに教師に伝
えるように指導する。 

・釘の先は鋭利なため、怪我をしないよ
う注意して扱うことを指導する。 

 
・児童の結果を Microsoft Whiteｂoard
上で整理しクラス全体で共有する。 

・自分の予想と結果を比べながら、記録
することができるように指導する。 

 
・磁石に引き付けられる物と引き付け
られない物の、質の違いについて着目
できるように指導する。 

・結果から、はさみの持つ部分には、磁
石に引き付けられないところがある
ことに気付けるように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

○分かったことをまとめる。 
 
 

・学習ノートにまとめを記入させる。 

 

・磁石に引き付けられる

物と引き付けられない

物があることを理解し

ている。発言・記録 

深

め

る 

・教室の中にある鉄の材質の

ものをペアで探す。 

（「質的・実体的な見方」「比較の考え方」

「関係付けの考え方」） 

・全体で共有する。 

・ペアで相談しながら、鉄の材質のもの

を予想してから実験し、結果を端末の

カメラで撮影し、ミライシードのオク

リンクで送るように指導する。 

 

 

 

めあて じしゃくに引きつけられるのは、どのようなものでしょうか。 

鉄はじしゃくに、引きつけられる。 



 


